源氏物語 

草.^ 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



みづ から は あるかな きかの あさが ほと 

言 ひなす 人の 忘られぬ かな (晶子) 

斎院は 父宮の 喪の ために 職 をお 辞しに なった。 源氏 

は 例の ように 古い 恋 も 忘れる ことので きぬ 癖で、 始終 

手紙 を 送って いるので あつたが、 斎院御 在職 時代に 迷 

うわさ によおう 

惑 をされ た 噂の 相手で ある 人に、 女王 は 打ち解けた 

返事 をお 書きに なること もなかった。 九月に なって 旧 

邸の 桃園の 宫 へお 移りに なった の を 聞いて、 そこに は 

お ば にょご みや 

御 叔母の 女 五の 宫が 同居して おいでにな つたから、 そ 



いくぶん 劣 つ て いら つ しゃる だろうと 私 は 想像 申し 上 

げ ますよ」 

びぼう 

長々 と宫は 語られる ので あるが、 面と向かって 美貌 

を ほめる 人 もない ものであると 源氏 はお かしく 思った _ 

「さすらい 人に な つてお りました ころから 非常に 私 も 

衰えて しまいました。 陛下の 御 美貌 は 古今 無比と お 見 

上げ 申して おります。 あなた 様の 御 想像 は 誤ってお り 

ますよ」 

と 源氏 は 言った。 

「では 時々 陛下 を 拝んで おれば い つ そう 長生き をす る 

私になります ね。 私 は 今日で もう 人生の いやな こと も 



るが、 位の 高さに はつり あわぬ 若々 しさ は 保存され て 

ヽ と。 

レ / 

なべ て 世の 哀れば かり を 問 ふから に 誓 ひし こと を 

神 やい さめん 

と斎院 のお 歌が 伝えられる。 

「そんな こと をお とがめになる のです か。 その 時代の 

しな ど 

罪 は 皆 科 戸の 風に 追って もらった はずです」 

あいきょう 

源氏の 愛嬌 は こぼれる ようであった。 

みそぎ みそぎ 

「この 御 禊 を 神 は (恋： じと みたらし 川に せし 御 禊 神 



は 受けず もな りに ける かな) お受けに なりません そう 

です ね」 

じょうだん 

宣旨は 軽く 戯談 にして は 言つ て いるが、 心の中で 

しゅうち 

は 非常に 気の毒 だと 源氏に 同情して いた。 羞恥 深い 女 

王 は 次第に 奥へ 身 を 引いて おしまい になって、 もう 宣 

旨に も 言葉 をお 与えに ならない。 

「あまりに 哀れに 自分が 見えす ぎます から」 

と 深い 歎息 をしながら 源氏 は 立ち上が つ た。 

「年が 行つ てし まう と 恥ずかしい 目にあう ものです。 

しょうす い 

こんな 恋の 憔悴 者に せめて 話 を 聞いて やろうと いう 

寛大な 気持ち をお 見せに なりました か。 そうじゃな 



です よ」 

いびき 

とお 言いに なった かと 思う と、 鼾と いう 源氏に 

なじみ 

馴染 の 少な い 音が 聞- J えだして きた。 源氏 は 内心に 喜 

びながら 宫 のお 居間 を 辞して 出ようと すると、 また 一 

せき み す 

人の 老人ら しい 咳 をしながら 御簾ぎ わに 寄って 来る 人 

があった。 

「もったいない ことです が、 ご存じの はずと 思つ てお 

リ ます ものの 私の 存在 をと つくに お忘れに なって い 

らっしゃる ようで ございま すから、 私の ほうから、 出 

てまい りました。 院の 陛下が お祖母さんと お言いに な 

りました 者で ございま すよ」 



に 恨めしく 思った。 さすがに 冷淡に はお 取り扱いに は 

ならないで、 人づ てのお 返辞 はく ださる というので 

もんもん 

あつたから、 源氏 は悶々 とする ばかりであった。 次第 

に 夜が ふけて、 風の 音 も はげしくなる。 心細 さに 落ち 

る 涙 をぬ ぐいながら 源氏 は 言う 。 

「つれな さ を 昔に 懲りぬ 心 こそ 人の つら さに 添へ て 

つら けれ 

『 心づ から』 (恋し さも 心づ からの もの なれば 置き 所 

なく もて ぞ煩 ふ) 苦しみます」 



「こんな こと は 愚かな 男の 例と して 噂 にもな りそう 

な ことです から 人に は 言わないで ください。 『いさや 

川』 (犬 上のと この 山なる いさや 川い さとこた へて わ 

が 名 もらすな) などと いうの も 恋の 成り立った 場合の 

歌で、 ここへ は 引けません ね」 

と 言って 源氏 はなお 女房た ちに 何事 か を 頼んで 行つ 

た。 

「もったいない 気がしました。 なぜ ああまで 気強くな 

さるので しょう。 少し 近くへ お出 ましに なっても、 ま 

じめ に 求婚 をして いらっしゃる だけです から、 失礼な 

ことな どの 起こつ てく る 気づかい はないで しょうのに 



お気の毒な」 

と あとで 言う 者 もあった。 斎院は 源氏の 価値 をよ く 

知って おいでになって 愛 をお 感じに ならない ので はな 

が いぼう 

いが、 好意 を 見せても 源氏の 外貌 だけ を 愛して いる 一 

般の 女と 同じに 思われる こと はい やで あると 思つ てお 

いでに なった。 接近 させて 下に かくした この 恋 を 源氏 

に 看破され るの もつ らく 女王 はお 思いになる ので ある _ 

むく 

友情で 書かれた 手紙に は 友情で 酬いる ことにして、 源 

氏が 来れば 人づ て で 話す 程度 のこと にしたい とお 思い 

になって、 御自身 は 神に 奉仕して いた 間 怠って いた 仏 

勤め を、 取り返しうる ほど 十分に できる 尼に なりたい 



た。 月光が 明るく 地に 落ちて すべての 世界が 白く 見え 

か A ぼく 

る 中に、 植え込みの 灌木 類の 押しつけられた 形 だけが 

むせ 

哀れに 見え、 流れの 音 も 咽び 声に なって いる。 池の 氷 

のきら きら 光る の もす ごかった。 源氏 は 童女 を 庭へ お 

ろして 雪 まろげ を させた。 美しい 姿、 頭つ きな どが 月 

の 光に い つ そうよく 見えて、 やや 大きな 童女た ちが、 

いろいろな 柏 を 着て、 上着 は 脱いだ 結び 帯の 略装で、 

すそ ひろ 

もうず つと 長くな つていて、 裾の 拡がった 髪 は 雪の 上 

で 鮮明に きれいに 見られる のであった。 小さい 童女 は 

子供ら しく 喜んで 走り まわる うちに は 扇 を 落として し 

まったり して、，' る。 ますます 大きく しょうと しても、 



(訳注) 源氏の 君 三十 二 歳 _ 
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